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日時 平成 24 年 10 月２日（火）午前 10 時～午前 11 時 30 分 

場所  練馬区役所本庁舎 7 階 災害対策本部室 
出席委員数  47 名（欠席委員数 3 名） 

傍聴者数  0 名 

事務局（危機管理室長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志村区長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はご多忙中にもかかわらず、ご参集いただきまして、誠

にありがとうございます。只今から、平成 24年度第１回安全・

安心協議会を開催させていただきます。 

私は危機管理室長の乾と申します。協議会会長が決まるまで、

事務局を代表して、私が会の進行を行わせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

協議会は、お手元の次第に沿いまして進めさせていただきた

いと存じます。 

はじめに、委嘱状の交付を行いたいと存じます。 

委嘱状につきましては、あらかじめ委員の皆様の席上に配付

させていただいております。本来であれば、区長からおひとり

おひとりにお渡しすべきところでありますが、これにより委嘱

状の交付に代えさせていただきます。 

 

続きまして、練馬区長志村 豊志郎からごあいさつを申し上

げます。 

 

おはようございます。 本日は、お忙しい中、お集まりいただ

き、ありがとうございます。また、このたびは、安全・安心協

議会委員をお引き受けいただき、深く感謝申し上げます。平成

24 年度第 1 回 安全・安心協議会の開会にあたり、一言ご挨拶

を申し上げます。 

区民が、安全で安心に生活できるまちを築いていくことは、

区政の最重要課題であります。おかげさまで、区内の犯罪と火

災の発生件数は平成 20 年度以降、減少傾向にあり、皆さまのご

協力とご尽力に深く感謝申し上げます。 

さて、本年 4 月に、東京都が公表した「首都直下地震等によ

る東京の被害想定」では、練馬区における最大震度が 6 弱であ

り、大きな被害が想定されております。 

地震直後において、区は警察や消防などの防災関係機関と連

携し、区民の生命および身体の安全の確保のために、救出や救

護に全力を挙げて取り組むことになります。したがいまして、
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事務局（危機管理室長） 

 

 

 

 

事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

事務局（危機管理室長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局（危機管理室長） 

 

 

地震直後から、しばらくの間は、地域の防犯・防火活動を震災

前と同様に行うことが困難となると予想されます。この際に大

きな役割を果たすのが、「自助」「共助」と言われる、地域住民

の皆さまの取組みであると考えております。 

今年度、当協議会の皆さまに「震災時における地域の防犯・

防火体制について」を諮問いたします。委員の皆さま方には、

活発にご議論いただき、緊急時における区民の安全と安心を守

る体制を検討していただきたいと考えております。 

私としては、協議会の答申を踏まえ、今後とも皆さま方のお

力添えを賜りながら、区民の安全・安心につながる施策に取り

組んでまいりますので、ご協力をお願い申し上げます。以上、

簡単ではございますが、私からの挨拶とさせていただきます。 

 

続きまして協議会委員の紹介を行います。安全・安心担当課

長から各委員の団体名・お名前を読み上げさせます。 

委員の皆様は恐縮ではありますが、名前を読み上げられまし

たら、ご起立いただくようお願いします。 

 

危機管理室安全・安心担当課長の星野と申します。委員の皆

様のお名前を読み上げさせていただきます。 

（委員紹介） 

 

協議会運営事項に移る前に、委員の皆様に事務局からお願い

があります。ご発言いただく場合には、挙手をしていただき、

係の者がマイクを持ってお席にまいりますので、そのマイクを

持ってご発言いただくようお願いします。 

それでは、協議会運営事項に入ります。まず、会長・副会長

の選任であります。まず会長の選任です。会長は委員の互選に

より定めることとしています。参考までに、前回会長には練馬

防犯協会会長の内田委員が就任しておりました。 

今年度はいかがいたしましょうか。ぜひ委員のご発言をお願

いいたします。 

 

今年度も引き続き内田委員にお願いしてはどうでしょうか。 

 

ただいま内田 欽三郎委員を会長に推薦する旨のご発言があ

りました。内田委員に会長をお願いするということでいかがで

しょうか？よろしければ、拍手でご賛同いただきますようお願
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事務局（危機管理室長） 

 

 

 

会長 

 

 

事務局（危機管理室長） 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

いします。 

（拍手） 

みなさま、ありがとうございます。内田委員に会長をお願い

したいと思います。それでは内田委員、席の移動をお願いしま

す。 

 

次に副会長の選任に移りたいと思います。副会長は２名置く

こととし、委員のなかから会長が指名することとしています。 

内田会長から副会長を２名、指名願います。 

 

副会長には、光が丘防犯協会会長、および石神井防火防災協

会会長を指名いたします。宜しくお願いします。 

 

内田会長から、光が丘防犯協会会長の増島 光博委員と石神

井防火防災協会会長の櫻井 鋭壽委員の指名がありました。 

それではおふたりに副会長をお願いしたいと思います。それ

では増島委員、櫻井委員、席の移動をお願いします。 

それでは、本日就任いただいた会長・副会長から、一言ご挨

拶を頂戴したいと思います。まず、はじめに内田会長からお願

いします。 

 

練馬防犯協会会長の内田でございます。発足以来この会の会

長を務めさせていただいておりますが、今回もご推薦いただき

有難うございます。賢明なる努力をいたしまして、より活発な

活動をしたいと思っておりますので、よろしくご指導ご鞭撻い

ただけるようお願いいたします。 

結びに、この安全・安心協議会もそうですが、練馬区からの

ご協力に感謝申し上げます。 

また、活動するにあたって、何よりも健康が大事になります

ので、いつまでも皆様がお元気であることを強く念じまして、

ご挨拶に代えさせて頂きます。本日は有難うございます。 

 

 

光が丘防犯協会会長の増島でございます。1週間ぐらい前の新

聞に、東京で住んでよかった街・これから住みたい街アンケー

ト調査が出ておりましたが、住んでよかった街ベスト 10 の 10

位に練馬区が入っておりました。 

我々区民としては大変うれしい結果でありました。安全・安
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副会長 

 

 

 

事務局（危機管理室長） 

 

 

 

 

 

内田会長 

 

 

 

 

 

事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心協議会を含めた皆様のご活動がこのような結果につながった

のではないかと思います。10 位から 2 位・3 位になれるよう努

力いたします。皆様と協力させてただき、良い街づくりに励ん

でいきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 

石神井防火防災協会会長の櫻井でございます。皆様と一緒に

努めさせていただこうと考えております。よろしくお願いいた

します。 

 

恐れ入りますが、区長は公務により、この場で退席させてい

ただきます。 

 

それでは、ここでマイクを会長にお渡しし、協議会の進行を

お願いしたいと思います。内田会長、お願いします。 

 

まず最初に「練馬区安全・安心協議会への諮問について」で

す。練馬区安全・安心協議会は、区長の諮問に応じて開催し、

審議・答申することと規定されております。 

今回からは新しい諮問となります。今回の練馬区長からの諮

問につきまして、事務局から説明願います。 

 

それでは諮問について事務局から説明させていただきます。

資料につきましては、練馬区長からの諮問書の写しでございま

す。諮問事項および趣旨につきまして読み上げさせていただき

ます。（諮問事項読み上げ） 

（仮称）震災時における地域の防犯・防火体制について 

                        …資料２ 

  

引き続き、事務局の方で事前に考えさせていただいた骨子案

について説明させていただきます。（骨子案説明） 

この諮問につきましては、この会において検討し、今年度中

には答申を出し、内容によっては練馬区地域防災計画に盛り込

む予定です。 

皆様のお手元にアンケートをお配りしておりますが、10月 10

日期限で、諮問内容と骨子案についてご意見を記入の上、ご返

送をお願いいたします。 

また、検討委員会による審議も予定しており、参加希望の委

員はアンケートにその旨ご回答ください。人数に限りを設けて
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会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

おりますので、お断りすることもございますのでご了承くださ

い。 

事務局からは以上でございます。  

 

この件につきまして、質問や意見等はありますか？ 

 

今、現在災害がありませんので、いざ本番というときにどう

いう立ち回りをすればいいかまだ全然わかりません。備えあれ

ば憂いなしと言いますが、知識や習慣をつけることが大事です。 

すでに大震災を経験している人は多くいると思います。検討

委員会の時にそういった経験者の話しは非常に役に立つのでは

と考えます。ただ、人が集まって話し合うのではなく、具体的

に経験した方の話しが聞ける会議だとよいと考えます。なぜこ

のように考えるかというと、孫が避難訓練をしているとき、実

際どのように動くべきか分かっている職員が少なかったからで

す。経験した人の話しを聞いて具体的に動けるように考えてお

くべきだと考えます。 

 

先日、小学校と町会が一緒になって避難訓練をしました。小

学校だけで防災訓練をすることは難しいので、小学校と町会が

一緒になって訓練をやっていくことはよいことだと考えます。

また、資料 2について、3日間は自分で身の回りを守ることが大

事となっていますが、町会で防災に対して意識をもっているか

についてアンケートをとりました。70％の人は 3 日間ぐらいの

お米、水などは用意してあるが、トイレを用意していることが

少ないとの結果がでました。震災時用の防災トイレを用意して

おく必要があると考えます。 

 

光が丘警察、光が丘消防の皆様が地域に根差して、よく活動

してくださって大変助かっております。先日、銭湯で人が倒れ

たことがあったのですが、警察・消防がすぐ来てくれて助かり

ました、感謝感激です。以上です。 

 

ではこれで、本日の審議事項に対する審議を終えたいと思い

ます。 

つぎに報告事項に入ります。 

事務局、ここからは進行についてもお願いいたします。 
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事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

それでは、事務局から報告いたします。 

「練馬区安全・安心協議会について」…資料３ 

「練馬区内の犯罪・火災発生件数について」…資料４ 

「安全・安心まちづくり施策の実施状況について」…資料５ 

「安全・安心パトロールカー運用状況について」…資料６ 

「安全・安心メール配信状況について」…資料７ 

「防犯設備補助事業について」…資料８ 

「(仮称)練馬区暴力団排除条例の制定について」…資料９ 

「練馬区における振り込め詐欺対策について」…資料 10 

「防犯・防火パトロールフェア実施概要について」…資料 11 

（内容については資料参照） 

この件につきまして何か意見・質問はありますか？ 

 

 

資料６について。安全・安心パトロールカーの運用について、

巡回には何か目的をもたせて走っているのでしょうか。そして

チェック体制はできているのでしょうか。時間つぶして走って

いるだけで、安全・安心といえるのでしょうか。意味を持たせ

て、発展するための巡回ならいいが、ただ回るだけの巡回では

意味がないのではないでしょうか。予算と人員をせっかく使っ

てやっているのだから、どんな目的でやっているのか項目を知

りたい。誰が指示し、誰がチェックしているか知りたい。 

 

 

安全・安心パトロールカーですが、安全・安心担当課の方で

指示し、チェックを行っております。仕様書を作り、それぞれ

目的をもって運行しております。巡回の目的については資料に

記載されております。7時～8時半については資源の持ち去り、

8時半から 15時半については小学校周辺パトロール、18時まで

は学童クラブを回り、小学校や学童クラブの施設に寄り、確認

をしております。19 時以降は 2 台体制で朝 6 時まで公園・不法

投棄巡回を行っております。内容については、毎日報告書を提

出させ、毎日確認しております。 

 

7台回っており、報告書も提出させていますが、何か改善され

た点などはあるのでしょうか？ 
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事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

 

委員 

 

報告書をもらい、指摘された点については、遅滞なく所管課

に連絡し、改善されるよう必要な対策を打っております。その

ことによって、公園の管理体制などは改善されていると考えて

おります。 

 

道路で電信柱が邪魔で危険な場所や、横断歩道で危険な場所

なども安全・安心パトロールで目を通してほしい。 

 

練馬区の安全・安心パトロールカーに 4年乗っておりました。

そして、そのあと、ほかの自治体の安全・安心パトロールカー

に乗っておりました。その経験を踏まえて、練馬区の安全・安

心パトロールカーのレベルをお伝えします。      

練馬区のレベルは非常に高いです。しかし、パトロールをし

て、結果を数値で表すのは難しいです。パトロールをしている

最大の目的は犯罪の抑止です。他の自治体の安全・安心パトロ

ールカーに乗って初めて、練馬区のレベルの高さに驚かされま

した。 

運行をするうえで大事な事は何点かありますが、いかに走ら

せるか、いかに時間内に指示を実行するかが大事になってきま

す。しかし、犯罪が起きた時の対処については、安全・安心パ

トロールカーはあまり期待されても困るところがあります。通

報はできるが、自分たちで対処する事は非常に難しいことです。 

一番のパトロールカーの効果は、犯罪者が犯罪を起こさない

ようにする雰囲気・環境を作ることです。もちろん欠点もあり

ますが、その点で練馬区のパトロールカーはレベルが高いです。

実際に乗っていて実感しております。 

 

資料４について。検挙数はわかりませんでしょうか？振り込

め詐欺については、件数も増えており、金額も増えているが、

どのような対策をとっているのでしょうか？ 

 

振り込め詐欺の対策については資料 10 にまとめております。

（資料参照）いろいろ尽くせる手はうっておりますが、被害が

減っていないのが現状です。検挙数についてはこちらでは承知

しておりません。 

 

石神井母の会では、安全・安心パトロールカーが発足してか

ら１週間に 2回・3回乗せてもらっています。実際に乗ってみる
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

と、運転手の方も本当に神経を使って運転してくれています。

こちらからも犯罪の情報などを伝えますが、運転手さんもいろ

んな情報を持っています。練馬区内でもいろんな地域性がある

と思いますので、まずは安全・安心パトロールカーに実際に乗

ってみるといいと思います。 

運転手の方は、何か問題点があればしっかり報告していまし

たし、チェック体制もできていました。また、早朝のパトロー

ルについては、資源持ち去りについてもしっかり確認していま

した。チェック体制については、相互に確認ができていました。 

また、諮問内容については、マニュアルを作るのもいいが、

同じ練馬区のなかでも地域性が異なっています。したがって、

マニュアルやリーダーを決めても震災時に不在になった場合、

逆に右往左往してしまう可能性があります。そのため、地域性

を考えた上で、検討委員会で検討してほしいと考えております。 

 

安全・安心協議会について昨年未開催でした。おととしも開

催した覚えがありません。安全・安心パトロールカーについて

も先ほどのとおり、いろんな意見が出ています。公募委員は日

常、いろんな問題意識を持って活動しております。そんな中、2

年間以上、安全・安心協議会が未開催はいかがでしょうか。警

察署長や消防署長などご多忙な方もいらっしゃると思いますの

で、公募区民とＰＴＡなどだけで構成された小さな委員会など

もあっても良いのでないでしょうか。 

 

ご指摘ありがとうございます。昨年度につきましては、震災

の対応を危機管理室全体で対応したということもあり未開催で

した。大変申し訳なく思っております。また、安全・安心協議

会ですが、条例に基づいて開かれている会でありますので、ご

提案のあった組織の動かし方については、今後検討していきま

すが、条例の規定のなかで定められているので、規定にあった

形で開催していきたいと思っております。 

 

以上で報告事項を終わります。 

 

皆様、貴重なご意見有難うございます。今後に生かしていこ

うと思います。以上で、今回用意した案件はすべて終了しまし

た。その他、事務局から、何か連絡事項などはありますでしょ

うか。 
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事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（安全・安心担当課長） 

 

 

今後のスケジュールについてご報告いたします。次回の協議

会を 12月上旬に予定しております。詳細については、改めて事

務局より各委員あてご通知いたしますので、ご出席をよろしく

お願いいたします。 

また、皆様のお手元にアンケートをお配りしております。記

載の上、10月 10日期限で FAXにて返送をお願いいたします。 

事務局からは以上です。 

 

それでは、これで本日の協議会を終了させていただきたいと

思います。委員の皆様ご協力いただき、誠にありがとうござい

ました。 

私から最後に一言申し上げたいと思います。 

安全・安心協議会もですが、安全・安心のボランティア組織

は沢山あります。私が防犯協会会長になって 24年たちます。協

会委員としては 50年になります。警察一筋で協力させていただ

いておりますが、今、練馬区の人口は 72万です。それに対し、

警察・消防合わせて、練馬区内 2,000 人ぐらいと思っておりま

す。その 2,000人が 72万の生命・財産を守るため、活動されて

います。そういう方々のご苦労を少しでもサポートしようでは

ないかといろんな活動に参加しているのでございます。 

私は、啓蒙活動に努力し、一つでも多くの犯罪の未然防止、

災害の未然防止ということに努めております。安全・安心パト

ロールカーの話しも出ていましたが、彼らに捜査権はなく、注

意する事ぐらいしかできません。したがって、パトカーばかり

に頼るのではなく、それぞれの地域において、安全・安心とい

うものが何なのかをよりご認識また把握していただき、まわり

の住民の方に啓蒙活動を広げてほしいと考えております。 

今後、この安全・安心協議会を１回でも２回でもでも多く開

催することにより、皆様の心にゆとりある、また、実りある練

馬区にしていきたいと思っております。 

今日は有難うございました。 

 

 

それでは、これで本日の協議会を終了させて頂きたいと思い

ます。委員の皆様ご協力いただき誠にありがとうございました。 

 

～ 閉会 ～ 

 


